
近代日本の大衆音楽にみる恋愛の自由化とアノミー

一「出会いJなく「忘れないJラブソングから「運命の出会いjへー

大塚明子

Liberalization and the Anomie of Love in japanese Modern Popular music: 

- from the Lovers Who Never Meet nor Forget to the Lovers of Fate一

Otsuka Meiko 

Since the latter Meiji era， the influence of the Western romantic love 

ideology has flowed incessantly into our culture. However. such an 

imported idea has not been accepted as it is in Europe and America. 

Then what are the cultural characteristics of the modern ]apanese 

outlook on love， and how have they been changed? 

In this paper， 1 examine the process of liberalization of love by 

analyzing some important keywords in hit songs from the prewar 

period to today. such as“first meeting"， "forget" and冗enderness".

It will be shown that our outlook on love has become considerably 

"romantic" since the late 1980's. as a result of the anomie of love. 

はじめに

男女が惹かれ合い、性的に結びついて次世代を残すことは、人類に普

遍的な営みといえる。他方で、そうした関係に対する文化的な意味づけ

は、その社会における人々の生活の全般的なあり方と連動しつつ、時代

によって多様な変奏をみせる。日本では、 loveなどの訳語として「恋愛J

「愛」という言葉が定着した明治後期以降、欧米のロマンティック・ラプ・
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イデオロギーの影響が強く流れ込んできた。しかし、もちろん、そうし

た輸入理念がそのままの形で受け入れられたわけではない。日本人の恋

愛観はいかなる文化的な固有性をもち、またどのように変化してきたの

だろうか?

マスメディアを通じて浸透する大衆音楽は、その時代に生きる人々の

生活や意識のあり方を様々な形で映し出す。本稿は、戦前から高度成長

期の代表的な流行歌・歌謡曲と、 1968--2005年にオリコン年間ベスト50

に入った日本語詞の歌、計約2500曲を資料として (1¥近代日本の恋愛

観の特質とその時代的な変容を抽出する試みであるo

以下では、「出会い」の描写の有無・「忘れるJという動詞の用法・「や

さしさJといった重要なキーワードを手がかりに、まず1.で戦前から

高度成長期における恋愛の自由化の流れをみる。 2.では、大きな転換

期である60年代末--80年代半ば頃を対象に、「愛・性・結婚Jが分離し

ていく過程を辿るが、その帰結として恋愛と性に伴うアノミーが問題化

する。最後に3.では、こうした問題に対処する試みの lつとして、「永

遠Jr運命Jといった言葉を織り込む、ロマンティック・ラプに近い恋
愛観が浮上してきたことを示す。

1 .恋愛の自由化

( 1 )戦前~戦後期:r出会いJなく「忘れられないJラブソング
「はじめにJでふれたように、明治20年代に確立した翻訳語の「恋愛」

は、同時代の欧米のロマンティック・ラプ・イデオロギーを参照してい

た。これは大枠としては「愛・性・結婚」の三位一体性の要請、すなわ

ち恋愛結婚規範であるo だが、それに尽きるものではなく、中世の宮廷

恋愛に源流をもっ、西欧固有のロマンティック・ラプの理念を基盤とす

るものでもあった。その内実は複雑だが(詳細は大塚[2∞1]を参照されたい)、

つ白
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多くの論者が共通してあげる特質は、「ただ l人の人J(one and only)を

志向する激しく非合理的な情熱が基盤にあることo 文学や大衆文化では、

それが「運命Jの相手への「一目惚れJという形で強調されることが多

い (Lantz[1968]・Theodorson[1965]・Burgess&Locke[1945→1953].Kolb [1950])。

日本の流行歌はこうした点で全く違っている。一目惚れするには2人

が出会わなければならないが、戦前にはそもそもこの「出会いJがほと

んどないのだ。まず関連語の出現率の推移をみておこう o

グラフ①
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グラフ①から明らかな通り、「出会いJを描写する歌は、 70年代後半

から上昇に向かうが、それ以前は少ない。特に戦前には178曲中の4曲

しかない。少数なので全曲の該当箇所をあげてお(平均すると約2%) 
』、
」つ o

愛して頂戴ね(佐

様子夜子『愛して頂蔽J、1929年)

わが椛の見染めた彼女/・-国11れ染めの始めはカフェー(二村定一 n西

好きになったのよ/・-ねえねえひと目見たとき

円。

搭引』、 1929年)
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すみれの花咲く頃/初めて君を知りぬ(宝塚少女歌制『すみれの花咲く頃j、

1930年)

美しい人に 出会った時は/・・ニヤニヤと笑って 手を撮りなさ

い(複本健一『エノケンの月光値千金j、1936年)

このうち「愛して頂戴J以外の3曲は全て洋楽が原曲。さらにその2

曲はコミックソングであり、主人公の男性がおそらく水商売と思われる

女性と出会い、最後に2人の関係が破綻する、というほぼ同一の内容で

ある。ここから、男女が出会って恋に落ちるという描写は、欧米からの

翻訳という性格が強いこと、また日本を舞台とする場合はネガテイプに

描かれる傾向があることが伺えよう o

「出会い」のモチーフが極めて希薄なのは、自由な男女交際が難しい

社会状況の反映だと考えられる。一目惚れを描いた戦前唯一の純日本製

曲である「愛して頂戴Jを論じる中で、橋本治は、当時rr乙女心とい
うものは誰かを慕うものであるjなんていう『常識』だけがあって、で

もその乙女が誰かを好きになるという現実は、あんまり歓迎されなかっ

た」という(橋本[19卯→2側 :337J)。この指摘の通り、明治後期に輸入

された「恋愛Jr愛Jの理想は、大正期にかけて新中間層をはじめとす
る知識人の頭の中では一種の「常識jとして浸透していた。他方で、家

族制度の枠をはみ出す恋愛関係には、国家的・社会的に厳しい抑圧が加

えられ、どの階層でも見合結婚が主流だった。このため当時の流行歌で

は、ジャンルを横断して「距離にはばまれた恋愛Jが通底する(大塚[2∞4])。
こうした制約の結果、「愛して頂戴jでは、主人公の女性も相手の男

性も現実味を欠き「得体が知れないJ(橋本[19叩→2000:お7])。レコード

流行歌の最初期に西城八十が書いたこの異色作山は、当時の人々にも

違和感があったのか、孤立的な事例にとどまった。もっとも、この曲に

限らず、戦前のラブソングは総じて具体性に欠け、殴昧で抽象的な印象
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を与える。主流の演歌系では、主人公の男女がどこでどのように出会っ

たのか示すことなく、またどんな関係をもち、いつどんな理由で別れた

かの示唆もなく、ただ別れを嘆くという構造になっていた。

典型例として、戦後も愛唱された古賀メロデイの代表曲をみてみよう。

とおいえにしの かの人に/夜毎の夢の 切なさよ

忘れた筈の かの人に/のこる心を なんとしょう(桜山一郎『酒は涙か

溜息かj、1931年)

まぼろしの 影を慕いて/闘に日に/月にやるせぬ わが想い

君故に 永き人世を/霜枯れて/永遠に春見ぬ わが運命(同『影を慕

いてj、1932年)

後者について、橋本は「“相手がいて失恋した"歌じゃない0・・初めっ

から“出口がない"ということを前提にして出来上がっている、“恋が

成り立たないことを呪う"失恋の歌Jだという。具体的な相手は初めか

ら不在であり、慕うべき「影Jは、実は失われた自分自身なのだと(前

掲書 [80・83])。確かに、演歌系に通底する「距離にはばまれた愛情」とは、

現実のリアルな恋愛というより、当時の都市住民が心の底に潜ませてい

た無常感・漂泊感などの象徴化と解釈できょう(大塚 [2∞4])。
ここで新たに注目したいのは「忘れるJという語であるo 戦前の全対

象曲において、この動調の恋愛に関わる場合の用法は、大別すると 2種

類に限られているo 主流である第lは過去に対する「忘れられない」で、

上にあげた前者の曲に登場する「忘れた筈Jも、合意としてはここに入

るだろう o 第2は現在ないし未来への「忘れないで」で、これは既に例

外的な「出会い」の曲としてあげた「すみれの花咲く頃」、および「忘れちゃ

いやヨJ(渡辺はま子、 1936年)の2例しかないが、共に女性から男性への

呼びかけという共通性があるo

第1の「忘れるJの用法も、戦前の流行歌の「出会いJのない「距離

p
h
u
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にはばまれた愛情Jが、実はある種の象徴であることの証明になると思

われる。現実のリアルな失恋であれば、乗り越えて次に進むため「忘れ

ようJといった方向性も生まれるだろう。だが、予め断念された憧僚だ

からこそ、「忘れられない」という感傷にずっと安全にとどまっていら

れる。

これに対し、第2の「忘れないでJには、「忘れられる」ことへの潜

在的な不安が感じられ、第 lよりも現実味ある印象だoずっと時代を降っ

ても、この用法には男性が女性に呼びかける例がほとんどない叶)O

戦後になると、恋愛を讃美するアメリカ文化が大量に流入し、男女の

恋愛に対する国家的な統制が解除される。共学が普及、女性の職場進出

も盛んになるなど、社会は自由な男女交際を許容する方向に向かって

いった。しかし、歌謡曲の中の「出会いJの描写は、広義にとっても

148曲中5曲にとどまる(約3%)'1)。このうち玄人女性を巡るコミック

ソングという戦前と同様の作が1つ(神楽坂はん子にんなベッピン見たこ

とないj、1953年)。そしてオリジナルではあるが、かなりバタくさい印象

の2f'乍カまある。

赤いドレスが よくにあう/君と初めて 会ったのは/ダンスパー

ティーの夜だった

はかない夢と あきらめて/忘れましようと 百った君(林伊佐緒『ダン

スパーティーの夜j、19日年)

何だか誰かに逢えそうな/そんな気がして旅へ出た(灰田勝彦『水色の

スーツケースト 1951年)

この2作は、敗戦後5-6年のまだ貧しい日本の現実を描写するもの

として聴かれたとは考えにくく、戦前の「すみれの花咲く頃Jの系譜を

引く準洋楽的な作品と捉えるべきだろう o これに対し、戦後初めて登場

-6-
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した系列がメロドラマの主題歌であるo

初めて逢うた あの夜の君が/今は生命を 賭ける君(霧島昇・除原操

「三百六十五夜j、1948年)

君の名は…と たずねし人あり/その人の 名も知らず(織井茂子『君

の名IJ:J、19日年)

この種の映画の主題歌それ自体は、有名な「愛染かつらJの「旅の夜

風J(霧島昇・ミス・コロムピア、 1938年)をはじめとして、戦前にも数多い。

ただ、そこに主人公たちの「出会いJが歌い込まれたのが新しい傾向で、

男女交際に対し多少なりとも寛容になった時代風潮が伺えるo ただ異国

調といいメロドラマといい、普通の男女の日常生活が舞台とならない点

では戦前と変わらない。

次に「忘れるJという動詞をみると、やはり大半が過去の恋愛を「忘

れられない」という歌であり、 2例の「忘れないでJも女性から男性へ

の呼びかけであるω。上にあげた「ダンスパーティーの夜Jの「忘れましょ

う」など、未来に向けた意思を表す用法もごく少数ながら新登場するが、

その裏に「忘れられないJというニュアンスが強く響き、古典的用法に

かなり近い印象だl~総じてみれば戦前と基本的に同じ傾向が続いて
いるといえるo

(2 )高度成長期:ラブソングの現実化

高度成長期に入っても、主流の演歌系をはじめとして、「出会いJなく、

過去の別れを「忘れられないjと嘆く歌が相変わらず多い。それでも50

年代末に流行した都会調歌謡曲あたりから、少しずつ戦前とは断絶した

新しい流れが浮上してくる。人物・場所・日時などを具体的に描写しつ

つ、現在進行形の恋愛を歌うラブソングである。初期の大ヒットに「有

楽町で逢いましょうJ(フランク永井、 1957年)があるが、この曲では「命
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をかけた 恋の花/咲いておくれよ/いついつ迄もJという部分に、裏

返せば「続かないかもしれない」という潜在的な不安が窺われ(大塚[2∞5:
35])、この点も画期的だった。

「出会い」の描写をみてみると、やはり少数例ではあるものの、 430曲

中20曲と多少増加した(約5%)¥7)。このうち、戦前の洋楽調の系譜を

ひく60年代前半の和製ポップス6曲とコミックソング、およびメロドラ

マ主題歌の変種と捉えられる文芸的作品{引を除き、残り12曲を詳しく

みてみよう。注目されるのは、あくまで以前と比べて相対的にだが、日

常的といえる設定が初めて現われることだo

ふとゆきずりに 知り合った/想い出の この径(菅原郡々 子『月がとっ

ても背いからj、1955年)

若い二人が 始めて逢った/真実の恋の 物語り(石原裕次郎・牧村旬

子『銀座の恋の物a則、 1961年)

はじめであなたを見た/恋のバカンス(ザ・ピーナッツ『恋のバカンス』、

1963lp) 

この3作はいずれも、「有楽町-Jと同様、現在進行形の恋愛を歌う

新種のラブソングだ。ただメロドラマや洋楽に近い性格もあり(へ全

体としては過渡期的といえる。従って、純粋に日本の現実と重ね合わさ

れる「出会いJの歌の初出は、舟木一夫が学園3部作(後述)に引き続

いて出した「乙女Jrお嬢さん」シリーズではないかと思われる。いず
れも「会う」の関連語を直接含んではいないが、旅先などで知り合った

女性への思慕を歌っている。

あの道の角で すれちがい/高原の旅で歌うたい/また月夜の

銀の波の上/ならんでポートを 漕いだひと <r花咲く乙女たちj、1叩4lp)
小麦いろした えくほの娘/どこの人やら…/渚の若い お嬢さん

a渚のお嬢さんJ，1965年)
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-r/ll会b、Jなく「忘れないJラブソングから「運命の出会いJへー

東京の空のどこか/あの人は住んでいる/せめて いちと'逸ってき

きたい/夏の日の 恋は嘘かと(r高原のお嬢さんj、1965年)

そして翌年、「君を見つけたこの渚に/一人たたずみ思い出すJと歌

うザ・ワイルド・ワンズ「想い出の渚J0966年)で、「夏の渚の出会い

と別れ」の歌の原型が完全に確立し、以後次第に数を増すことになる(前

掲書 [61・64])。渚以外の「出会い」でも、場所などの状況が具体的に歌

い込まれ、リアリティを増していった t1010

まとめるならば、日本の日常的風景の中で普通の男女の「出会いJを

歌う曲は、戦前から戦後期には皆無だったが、高度成長期、特に60年代

半ば頃から増加してきた。これはちょうど全国的に見合結婚と恋愛結婚

の比率が逆転する時期でもある。こうした歌謡曲の時代的変化が、実際

の社会における男女交際の自由化と連動すると想定した場合、次のよう

にいえよう o すなわち、戦後のアメリカ文化の影響による恋愛賛美の風

潮は、総じてみれば理念的なものにとどまった。そして60年代半ばに初

めて、若者世代にまで恋愛の自由が実現されていった、と。

こうして高度成長期のラブソングは、戦前のように象徴的なものでな

く、現実の恋愛関係を直接主題とするようになる。こうした中で「忘れ

る」という動詞も、古典的な「忘れられない」だけでなく、様々な用法

が出現するo まず都会調歌謡曲では、「夜霧に消えたチャコJを「忘れ

はしない いつまでもJ(フランク永井、1958年)というように、「忘れないJ

という意思表明の用法が初めて登場する。従来の受動的な「忘れられな

いJでも意味は通るが、あえて未来に向け能動的に宣言する裏側に、「有

楽町で逢いましょうJと同質の不安が読み取れる。「帰っておくれ も

う一度Jと、関係が完全に断念された過去になり切っていないのも新し

い。この現在進行形という性格は、次の2例ではさらに明確になっている。
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忘れるものか 二人の普い/車を早く ひろおうよ/明日の晩も

会えるじゃないか(和田弘とマヒナスターズ『泣かないでj、1958年)

おれを好きだと いいながら/なんでお前は 涙ぐむ/"聞かない

さ"“忘れなよ"/明日の日を信じよう(井上ひろし『地下鉄(メトロ)は今

日も終電車J.1959年)

後者は暖昧な表現ではあるが、相手の女性の過去の恋愛経験を暗示す

る。純潔規範の強い当時としては画期的といえるが、類例の少ない異色

作だったけ1>。前者では「忘れるj対象の出来事が、今続いている恋愛

関係の過程の一部、従って従来にない近過去となっている。この後、「忘

れられないJという形の事例にも、「今すぐ逢って/そして言って/忘

れられぬ あの言葉J(中尾ミエ『可愛いベイビート 1962年)というように、

同種の用法が現われた。

さらに1963年、かつてなくリアルに高校生活を描きだした舟木一夫の

学園3部作は、「ぼくが卒業 してからも/忘れはしないよ いつまで

もJ([学園広場J)・「僕のカメラで撮した君を/思い出すだろ いつい

つまでもJ(r修学旅行J)と歌う o遠い未来の視点から、現在を「忘れる」

対象として眺めるという、これまで絶無だった複雑な構造である。都会

調歌謡曲に窺われた不確実な将来への潜在的不安は、もはや隠しようも

ない。

2. r愛・性・結婚jの分離とアノミーの問題化
( 1 )性解放への動き

ω年代後半以降、上述のような恋愛の自由化、またおそらく同時代の
欧米の性革命の影響もあって、全社会的に明治期以来の純潔規範が揺ら

ぎ始めた。 70年代初頭には rHOWTO SEXJ (奈良林祥、ベストセラーズ)

といったハウツ一本が年間ベストセラーの上位に入っている(12)。
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近代日本の大衆音楽にみる恋愛の白rll化とアノミー
一rm会ぃJなく「忘れないJラブソングから「運命の出会Lリへー

こうした性解放への動きと連動して、歌謡曲でまず注目されるのは、

男女の物理的接近を表す「そばにいる」という語の浮上である。村瀬

学はこの言葉が70年代前半に流行していたことを指摘しているが(村瀬

[2∞2: 143J)、実際にはもう少し遡るo対象曲中の初出は1960年のロカビ
リーで 1.1:1¥純日本製曲では次の2例から始まる。

今はやすも云わないで/だまってそばにいて

だまって 日を閉じて/二人だけのこの時を/大切にしたい/・・

あなたの肘に/もたれてると じんとするの(間まり『何も云わないでJ、

1964年)

ふたりでかえる アカシアの道/今夜だけでも そばにいて/眺め

ていたい ひとつ星

同ょせあるく アカシアの道/ここでさよなら するけれど/明日も

いい娘で いてほしい(舟木一夫『北国のf刷、 1965~)

後者の青春歌謡では、 2人の身体接触への願望が強く示唆されている

が、実際には公道を並んで歩くにとどまり、おそらく遅くならないうち

に家に帰っていた。だが、前者では、女性が男性の肩にもたれるまでに

接近し、また2人が密室にいるかもしれないことが暗示されるなど、ずっ

と大胆な表現がなされている。さらに数年後には、(少なくともまっす

ぐには)帰宅しなかったカップルも登場するo

あなたが噛んだ 小指が痛い/きのうの夜の 小指が痛い

そんな秘密を 知ったのは/あなたのせいよ いけない人ね(伊東ゆか

りわj、指の想いtBJ、196i年)

あなたにあげた わたしの秘密/・・あなたにすべてを かけたの

だから/ゅうべのことは もう聞かないで/このまま そっと 抱い

ててほしい(小川知子『ゅうべの秘密J.1968年8位)

先行研究の多くは、 60年代半ばから70年代初頭にかけて、一群の女性
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文教大学言語と文化第19~・

歌手が大胆に性や官能を表現しだしたことを指摘する。上述の3人を

はじめとして、弘田三枝子・いしだあゆみ・ちあきなおみ、また漢字

+カタカナの芸名をもっ「ハードJな女性歌手(黛ジ‘ュン・奥村チヨ・

山本リンダ・辺見マリ・夏木マリ・北原ミレイ) (舌津 [2∞2:153])らが、
「少々フケ顔(年齢は若かったが)でちょっとエッチな歌詞J(麻生[1997:

20・22])・「大人の“お色気"を教えてくれた官能ソングJ(宝泉[1998: 

85])・「恋する女心歌謡J(金子[1999:120])・「やや濃厚なセミ・アダルト

路線J(酒井 [2002:51])を歌い始めたのである。

こうした女性歌手たちは、大胆な官能表現を織り込みつつ、男性の

「そばにいる」ことを乞う気持ちを率直に歌いあげた。さらに時代が

下ると、同時期に全盛だった「ジェンダー交差歌唱 (cross-gendered

performance = CGP) (中河[1999])で、この種の歌の最大ヒットが現われる。

あなたと逸った その日から/恋の奴隷に なりました/・・だか

らいつも そばにおいてね/邪魔しないから/悪い時は どうぞぶっ

てね(奥村チヨ『恋の奴隷』、 1969年15位)

私は弱い弱い 女と知ったから/あなたのそばでなけりゃ/生きで

はゆけないの/・・喧嘩のあとで くちづけを(いしだあゆみ rllj'f時のあ
とでくちづけをj、1970年47位)

あなたのけっして お邪魔はしないから/おそばに置いて ほしい

のよ/お別れするより死にたいわ 女だから(殿さまキングス『なみだの操j、

1974年1位)

以上のように、 60年代後半以降、性を重要な要素として組み込んだラ

ブソングが浮上してくるo この性解放の動きは、次第に結婚という社会

制度の枠外にはみ出すようになった。舌津智之によれば、この時期の歌

謡曲には、従来にない新しい2種の歌が出現する。 1つは、1970年の「手

紙J(由紀さおり、6位)や翌年の「また逢う日までJ(尼崎紀世彦、1971年3位)

を皮切りとする(14)、同棲を主題としたヒットの続出。もう lつは、数

。/“
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近代日本の大衆音楽にみる恋愛の白山化とアノミー

-rlB会いjなく「忘れないJラブソングから「運命のIB会いJへー

的には少ないが、沢田研二の「許されない愛J0972年27位)をはじめと

する、既婚女性と夫以外の(多くは年下と思われる)男性の恋愛歌であ

る{ヘもっとも70年代前半には、全て破綻後に過去形で歌う「解消歌J

となっており、正式な結婚こそ「正解Jとする社会規範を、逆説的に表

現しているともいえる(舌津 [2∞2:28-39])。それでも、従来の「愛・性・
結婚Jの厳密な三位一体性が突き崩されたことは、画期的な出来事と思

われるo

(2) r命がけの恋jの盛衰
ところで舌浄は、同じ1970年前後の顕著な特徴として、死のモチーフ

を取り入れた「命がけ恋愛歌」の移しいヒットをあげている(舌津 [2∞2:
69-72] )。確かに指摘の通りで、特に1970年には、「命Jr死Jの語を含む
曲が36曲中15曲にも達している(約42%)。実はこうした動向は、歌謡

曲に限らず、この時期の大衆文化の中に広くみられた。例えば、やはり

1970年から翌年にかけて、愛を「その人のために死ねるかJと定義する

ことから始まる、曾野綾子『誰のために愛するかJ(青春出版社)が大ベ

ストセラーとなっている(ヘ少女マンガでは、一条ゆかりが一連の作

品で、「愛の激しさ、命をかけても悔いない恋Jというテーマを大々的

に打ち出していた(藤本[1998:19])。少年マンガでも、梶原一騎が初め

て「愛Jを正面から主題とした「愛と誠J(週刊少年マガジン、1973-76年連載)

で、「君のためなら死ねるJという台詞が話題となった。

こうした「命がけJ流行の要因はなんだろうか? 舌津は「戦後30年

近くを経て、堂々と恋や愛に命をかけると宣言できる平和な時代が訪れ

たことを示すのであろうか」と述べる(前掲砕 [72])。これも一因ではあ

ろうが、それだけでは弱いと考える。まず、こうした表現それ自体は、

既に1958年の大ヒット「有楽町で逢いましょうJに「命をかけた 恋の

qo 

噌
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文教大学言語と文化第19号

花Jとあるように、かなり前から散見する。また「平和」というだけで

は、 80年代に急減することの説明がつきにくい。

私見では「命がけ恋愛歌jの突出は、同時期の性の解放と強く関連す

る現象だと思われる。この種の歌では、歌手が若者でなく、従って登場

する男女が一定の年齢以上と推定される場合、その聞に性関係があるこ

とを示唆する例が多いからだ。それは明示的な場合もあるしぺ「花と蝶」

「傷JrよごれたJといった表現で暗示する場合もある。ヘ水商売の女
性を主人公とする演歌や州、また上述した官能路線の女性歌手の場合

も明、性交渉を想定して聞かれたのではないだろうか。

こうした大人の歌と異なり、フォークやアイドルの場合は、性関係を

直接歌いこむことが少ない一方で、 2人の関係に対する「周囲の反対j

を強く示唆する例が目立つ。

恋をすてろと言うの むごい言葉・よ/それは私にとって 死ぬこと

なのよ

こんなきれいな恋を なぜわからないの/愛し合う美しさ わかつて

ほしい(森山良子『禁じられた!aJ，19691手6位)

ぼくは君のために 人のそしり受けて/牢屋で死んでも かまいは

しない

君が死んだときは 君の白い頬に/くちびる重ねて ぼくもUKろう
(ザ・タイガース『美しき愛の提』、同42位)

命かけて 燃えた/恋が結ぼれる/何もかも 捨てた花嫁(はしだの

りひことクライマックス『花嫁j、1971年7佼)

以上を考え合わせると、 1970年前後に「命がけ恋愛歌Jが大流行し

たのは、「愛さえあれば性関係も可Jという新しい考え方を、「愛Jに

「ただlつのJr真実の」という重みをつけることで賞揚する、という意
味合いがあったのではないだろうか。「命がけ」という誇張的な表現は、

明治以来の長い歴史をもっ純潔規範を振り切るための、いわば動力のよ

』
ι
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近代"*の大衆音楽にみる恋愛の自由化とアノミー

一「出会い」なく「忘れなbリラブソングから「運命の出会しリへー

うな役割をもったと思われるのである。

この仮説を、 70年代を代表するアイドル・山口百恵を入口として、別

の角度から検証してみよう。彼女のヒット曲に現われた性解放の流れ仙

を辿ると、次のような3段階に整理できる。

1.一生にただl人という愛なら、性関係も可

あなたに女のJ.の・酢/大切なものをあげるわ/・・汚れてもいい

泣いてもいい/・・愛は尊いわ一一/誰でも一度だけ 経験するのよ

/誘惑の11"ぃ民 aひと庄の経験j、1974年15位)

II.性関係の相手が複数となる

そのやさしさで/ア・ア・ア/イミテイション・ゴールド/まって

てほしい今年の人よ/・-去年の人を忘れるその日を([イミテイション・

ゴールドj 、 1977il~20位)

ill. IIに伴い、愛の対象と行方に確信がもてなくなる

タロット I!jい りIJ雌(わかれ)のカード/二人の明日が見えそう

ね/・・人よりたくさん 浮名を流し/人よりたくさん Jfnを流す

恋に疲れたらどうなるの/ジプシー ジプシー/---人ぽっちで果てる

だけ(r謝肉祭』、 1980年岨位)

Iの例としてあげた曲は「命Jr死Jの類語を含んではいないが、た
だl度の強調といい、全体を貫く悲社な調子といい、同時期の「命がけ

恋愛歌Jとの共通性が大きいと o これに対し、性関係の相手が複数と

なる E段階から断絶が始まるo こうした流れはチャート全体でみられ、

Eの曲が発表された1977年以降、「命がけ」の流行は下火となる。そし

て翌年になると、過去の演歌のパロデイーを唯一の例外として、この種

の曲は消滅 t針。同時に、百恵より少し先駆けて、恋愛と性の自由化の

Eに相当する曲が急速に浮上してきた(加。

F
h
d
 

唱
E
ム



文教大学言語と文化第19号

そうよ みんなと同じ/ただのものめずらしさで/あの日しゃれた

グラス目の前に/すべらせてくれただけ ・・

そして しょうこりもなく/すぐにいたみもぼやけて/今日は今日の

顔で/描きあきためぐり逸い描・いてる(庄野真代『飛んでイスタンプールj、

18位)

行きずりの女なんて夢を見るように忘れてしまう(サザンオールスター

ズ『勝手にシンドパッドj、23位)

愛した? そう、数知れないわね/別れた? もう、恨れっこみた

いよ(中原理忠『東京ららばいj、38位)

上述の「謝肉祭Jは、あまり大ヒットともいえず、百恵の歌の中では

例外的なものにとどまった。これ以降、 80年代に入っても、アイドルと

いうジャンルでは、なかなかE段階の本格化には至らなかったo ただ歌

謡曲を総体としてみれば、 1977~78年の時点で「愛・性・結婚j の解体

がほぼ定着する。舌i宰が注目した同棲歌も、 70年代後半には解消しない

現在進行形が登場してくる(前掲書 [32])。こうした動向が社会の実態を

そのまま反映するとはいえないが、明治以来の純潔規範の一般性が掘り

崩されたことは確かだろう o これに伴い、この長い伝統を乗り越える動

力としての「命がけJという強調表現も、その歴史的役割を終えたと考

えられるo

(3) rやさしさjのゆくえ
以上のように恋愛と性の自由化が進む中で、「忘れるJという動詞の

用法がどう変わったかをみてみよう。まず、過去の恋愛を「忘れられな

い」と嘆く古典的ラブソングは、 70年代に入ると、演歌を除けば完全に

少数派に転落 ω。これに対し、高度成長期に登場した、未来に向けて

「忘れない」という意思表明がさらに増加する。男性が愛する女性に過

去を「忘れろ」と促す、いわばセカンド・ラプ(ないしそれ以降)の歌
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近代日本の大衆背楽にみる恋愛の自由化とアノミー

一「出会い」なく「忘れなしリラプソングから「運命の出会しづへー

も、性関係の相手が複数となるE段階では普通のものとなる。

君を 誰れが/ローラ そんなにしたの/・・悪い夢は/忘れてし

まおう/この腕に おすがりよ(商減秀樹 n窃だらけのローラj、1974年34位)
おまえのことならば/なんでも知っている/浮気な恋心/傷ある過

去さえも ・・

背のことなんか/忘れてくるがいい/あずけておくよ この部屋の鍵

は(黒沢年男『やすらぎj、1975年22f¥1.)

出直すんだね過去なと'忘れ/手首の悔は消えないけれど/心の痛み

は/僕がいやしてあげる/優しさで ~:tのためなら(シグナル r20歳のめ

ぐり逢b寸、 1976年32位)

これらに比べると孤立的な事例だが、阿久悠作調の同棲解消歌「冬の

旅J(森進一、 1974年23f立)では、男性が女性に自分のことを「忘れろJと

求める。これは男性が明確に自分の意思で拒絶を告げるという点で、函

期的だと思われるo橋本治は、高度成長期頃までの男性の失恋歌につい

て、やむない理由で旅に出なければならなくなった、あるいは女性が

なぜか姿を消してしまったという設定が多く、「悪いのは『状況jです。

男のせいじゃない」と指摘する(橋本[Iωo→2側 :411J)。確かにその通りで、

社会的に処女規範が強固な状況では、そうした形で道徳的批判を回避す

る必要があったのだろう。裏返せば、女性が性的に解放され、上3例の

ようにセカンド・ラブが通常化した時代だからこそ、男性が安心して自

分の意思で「忘れろJと言えるようになったのだD

自分について用いる用法では、既述の通り、舟木一夫の学園3部作

(1963年)で、未来の視点から現在を「忘れる」対象として眺めるという

構造、裏返せば将来の不確実さへの不安が現われていた。もっとも、こ

こにはまだ「忘れないJという強い意思があった。だが、 70年代に入る

と、次第に自分の感情の持続も不確かなものとなっていく岨。
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あなたの笑い顔を不思議な事に/今日は覚えていました/19になっ

たお祝いに/作った刷も忘れたのに一一(井上陽水『心もよう1.)

忘れようと つとめて少しは/忘れかけてた あなたの想い出が/

急.にあざやかに もどってきました(野口五郎『夕立のあとでJ，1975年30位)

恋人よ 君を忘れて/変わってく僕を許して(太田裕美『木綿のハンカ

チーフj、1976年4WJ 

ここで一時「忘れるJを離れ、上述の事例にも登場する「やさしさJ

について考えてみたい。先行研究の多くが、これを70年代若者文化の最

重要キーワードだと捉えている(見崎[2002:103]・舌津[2∞2:133]など)。もっ
とも「やさしいJfやさしさjという言葉それ自体は、「やさしかりし君よJ

(田谷力三 f巴里の屋根の下j、1931年)というように、流行歌の初期から珍

しくない。従来と異なる点は、第lに、舌津が指摘する通り「伝統的に

いささか手垢のついた女性のやさしさではなく、時代の必然として新し

く浮上した男性のやさしさこそが注目された」ことだろう(前掲書日36])。

第2には、「やさしさJの内実の複雑化に伴い、数的には少数派なが

らも、否定的な視線が浮上することだと思われる。こうした用法は60年

代後半、男の「やさしさ」に騎される水商売の女性という主題の演歌、

特にCGPの歌に初めて現われる UOニューミュージックやアイドル歌

謡曲での明確な初出は1973年だ 1勧。

貴方は もう忘れたかしら/赤い手拭マフラーにして/二人で

行った 横町の風日陸/・・若かったあの頃 何も怖くなかった/た

だ貴方のやさしさが怖かった(かぐや姫『神田JlIJ、1973iド6位)

逢えば逢うほどあいつ/とても謎なの/優しくてがんこでつめたく

て(南沙織n錫つく IItftJ、111135位)

この2曲に共通するのは、言葉や行動の上の「やさしさ」をある種の

表面として捉え、その裏にあるはずの他者の内面性を「謎Jとする感受
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近代日本の大衆音楽にみる恋愛の自由化とアノミー

一「出会しづなく「忘れない」ラブソングから「運命の出会いJへー

性だろう o振り返れば、予め「距離にはばまれた愛情」の時代には、愛

する人も自分の感情も単純で確実なものと想定し、「君はやさしの ば

らJr夢の問も忘られぬ花よJ(近江俊郎『南の諸積j、1948年)とひたすら
な憧僚を捧げることができた。しかし、「神田JlIJでは、不透明な相手

に対し、自分の側にも「忘れないで」と呼びかける熱情的なストレート

さはなく、「忘れたかしらJと抑えた客観的な感慨をもらすのみである(針。

さらに同じ作詞家(喜多傑忠)の次の曲では、恋愛関係が続いている

現在を未来の視点から眺め、自他の感情の不確かさを予め見越すという

構造だ。

何気ない毎日が風のように過ぎてゆく/この街で討と出会い/この

街で君と過ごす/この街で君と別れたことも/僕はきっと忘れるだろ

っ
さりげないやさしさが/僕の胸をしめつけた/この街で僕を愛し こ

の街で僕を憎み/この街で夢を壊したことも/君はきっと忘れるだろ

う(中村雅俊れ、っか街て"会ったならj、1975iJミ16位)

こうなると「やさしさ」を愛の証として信頼することは極めて困難に

なる。 70年代末以降には、それを謎として不安がるだけでなく、偽りと

して警戒する歌が浮上してくる。

とてもわがままな私に/とてもあの人は優しい ・・私みんな気づ

いてしまった/しあわせ芝居の舞台裏/電話してるのは私だけ/あの

人から来る事はない(依田淳子『しあわせ芝居J，1978年49位)

偽りのやさしさで 俺を泣かせるなよ(近藤真彦『スニーカーぷる~すj、

198111ミ3位)

この偽りとも重なるが、同時期にもう 1つ目立ってくるのは、「やさ

しさ」を対立を回避する弱さやずるさ、換言すれば過同調として批判的

に捉える意識だ。
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文教大学言語と文化第19号

求めないで優しさなんか/臆病者の 言いわけだから(海銀隊『贈

る言葉j、1980年6位)

優しさは軟弱(きよわ)さの言い訳なのよ

すぐに愛を口にするけど/それじゃ何も解決しない/・-優しいだけ

じゃもう物足りないのよ(中森明菜『十戒 (984)J、 1984年6f立)

愛の言葉も「やさしさJも2人の関係を充足できないなら、いったい

何があればいいのか? この問題については後で考察するとして、こ

こで時代背景について補足しておきたい。 70年代末から80年代にかけて

は、恋愛と消費に関わるコードを結合させた新人類文化が上昇し、マ

スメディアに恋愛マニュアルが氾濫した時代であった(宮台/石原/大塚

[1993])0 r十戒」と同年には、桑田佳祐が「ミス・プランニュー・デイ」
という社会批判的なシングルを発表し、「意味のない流行の言葉と見栄

のIllusion/教えられたままのしぐさに酔ってるJと郷f食する(サザンオー

ルスターズ、 1984年36位)。

80年代の中盤~後半の代表的アイドルである中森明菜の歌にも、翌年

の rSOLITUDEJ(19お年35位)あたりから、象徴的表現をとりつつマニュ

アル文化批判が流れだすのが窺える(大塚[1999])。これは過同調として

の「やさしさJ批判の発展形と捉えうるのではないだろうか。バブル絶

頂の1988年には、フジテレビがトレンデイドラマを開始。都会の最新流

行を取り込みつつ、複数の男女が入り乱れる軽いノリのラプコメデイで、

社会現象的な人気となった明。だが、同年、明菜は「都会にはびこる

哀れなアンドロイド/くどき上手のチープなレプリカント/ハートの萎

えた男は要らない Get outUと突き放してみせる<rTATTOOJ、1988年13位)。

翌1989年には、女に便利に使われる男を榔撤した「アッシーJという

言葉が主要雑誌に登場し、急速に流行語となったは1)。こうした語が若

者世代の実態をどれだけ忠実に反映していたかは疑問である。ただ、人々
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近代日本の大衆背楽にみる恋愛の自由化とアノミー

一「出会い」なく「忘れないJラブソングから「運命の出会い」へー

の社会意識や大衆文化の中で、70年代に浮上してきた男性の「やさしさJ

に対する否定的視線が、ここで1つの極点に達したことは事実であろう o

前節で述べた通り、恋愛と性の解放のE段階、つまり性関係の相手が

複数化し、愛の対象と行方に確信がもてなくなるという感覚は、 1977年

頃から年長世代の歌謡曲で浮上したが、アイドルのジャンルでは本格化

が遅れていた。しかし、中森明菜の一連のヒットは、上で述べた「やさ

しさj→マニュアル文化への批判と並行して、特に1985年の「飾りじゃ

ないのよ涙はJ(6位)以降、奔放な自由に伴うEのアノミー的状況を、

ついに正面から主題化していく。「愛の見えない時代Jに対するニヒリ

ズムの影が濃い、異色のアイドル曲 rDESIREJ(1986年2位)は、レコー

ド大賞を受賞した(大塚 [2∞5:73・76])。

3.永遠を探して

愛の言葉も「やさしいjふるまいも、また性関係も確実な証にならな

いとすれば、いったい「本当の愛Jをどのように知ることができるだろ

うか? こうした聞いは、歌謡曲だけでなく、この時代の大衆文化に広

く読み取ることができるo

そのlつの表れが、虚無的な rDESIREJの翌年、『サラダ記念日Jrノ

ルウェイの森jの2大ヒット 1加をきっかけに、マスコミが大々的に喧

伝した「純愛Jブームだろう。「純愛Jの定義は論者によって様々だが、

共通する論点は、愛の対象を 1人に限定するべきこと、およびマニュア

ル文化批判である。例えば、 1990年にベストセラーとなった柴門ふみの

『恋愛論J(PHP研究所)噛}は、最近の若い女性が「全身全霊を傾ける恋が

できなくなってしまってJおり (33・34)、また男性が(アッシー君的な)

サービスを施してくれることを「やさしさJと勘違いしているという

017・18)。こうした「純愛」の探求は、バブル期の消費文化の隆盛と並
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行して続き、初期のトレンデイドラマから路線変更したフジテレビの「東

京ラプストーリーJn01回目のプロポーズJ(1991年)の大人気で絶頂に

逮した。

音楽に戻ると、「純愛jブームの立役者の l人が、ユーミンこと松任

谷由実だった。この言葉をテーマに掲げた rDelightSlight Light KissJ 

は1988-89年にl∞万枚を突破。これ以降、年末に発売されるアルバム

が風物詩となり、 90年代のミリオンヒット時代の先鞭をつけた。ここで

注目したいのは、1990年の「天国のドアJである。発売直後のインタビュー

では、最近の女の子に「ほどほどの恋、どこかしらけた恋、計算高い恋、

傷つくことを恐れている恋、一度に何人かを操る恋」が多いのではと指

摘しつつ(松任谷[1991])、「永遠Jr輪廻Jといったキーワードから新作
を語っている。

今度のアルバムでは、もうずーっと使いたかったフレーズですけど、

『永遠の一瞬jという言葉。たとえ決して伝達不可能でも、その『永遠

の一瞬jに人は同じ光を見ると思うんです。(怯ff:谷.'IJ森 [1991/1]) 

本物になり得る恋なら・ .m会った瞬間に、その予感はあると思う
のです。. . 90年の今、さらにある確かさで、恋の輪廻を実感するんで

す。たまたま出会い、そして惹かれていく恋人どうしって、どこか似

ていて、共有するところも多いけど、それは速い昔、はるかな背、ど

こかで出会い、恋をして、同じヒストリーを共有しているからなんじゃ

ないかしらってo' .もしかしたら、現実にはこんなことってありえな

いかもしれません。でも、心の ~tl で、そう 1ü じられるのが恋をするこ

との素附らしさであり、 15のロマンチックなところだと思う。(前拍手n

「運命の出会いJや「一目惚れJ一一ユーミン自身も「ロマンチックJ

という言葉を使っているが、本稿の最初に述べた通り、まさに欧米のロ

マンティック・ラプ的な理念である。ここに東洋的な輪廻思想が加わる。

こうした思想をもっとも直接的に表現した収録曲から、歌詞を一部抜粋
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近代日本の大衆音楽にみる恋愛の I~IIII化とアノミー
一「出会い」なく「忘れないJラブソングから「迎命の出会い」へー

してみよう。

①銀色のエンジェルが/矢を欣つiiiIの/永遠のー-瞬が

り(r満月のフォーチュンJ)
②速い背 私達 タブーを犯して/高いピルとハイウェイの森で

逢った (rGloryBirdlandJ) 

③永遠に漂流する魂だから/せめて今は強く抱いて

同じ普いに離れゆく/Save Our Ship /よみがえる愛を積んで

2人のはじま

又

(rSA VE OUR SHIIリ)

後者2つは輪廻が主題で、②は前世での緋を、③は未来での再会を暗

示するo そして①は、こうして繰り返し出会い続ける「運命」の2人が、

この永続する時間と通底するような「永遠の現世でまた恋に落ちる時、

一瞬Jを経験することを歌っている。

本稿の対象であるシングルチャートに戻ると、実は興味深いことに、

このアルバムが発売された1990年より数年前から、やはり「フォーチユ

ンJ= r運命Jゃ「永遠Jというキーワード、そして輪廻思想が浮上す
るのがみられる。まず出現率の推移をみておこう o

グラフ②

|一運命%一永遠%1
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文教大学 EIJitと文化都19サ

グラフにみる通り、まず「永遠」とその類義語 <r永久Jrとこしえj

など)は、1970年前後を例外として、かつてはあまり使われない言葉だっ

たが、80年代に入って明確な上昇に向かう。「運命」関連<r定め』など)

は、時期ごとの差異が大きいが、戦前~高度成長期を通じて常にある程

度登場。そして70-80年代にはほぼ一定の出現率を維持している。だが、

この時期、量的には大きな変化がないが、歌詞の内容をみると、実は質

的に大きな断絶がある。

かつては「永遠に春見ぬ わが運命J<r影を慕いてJ)のように、演歌

系を中心に、もっぱら外部から来る障害や困難という否定的な意味で使

われていた。いわば「別れの運命Jであるo70年代に至るまで、ほぼ全

事例が「いつか二人は/運命(さだめ)にさかれJ(小柳ルミ子『星の砂j、

1977年13位)的な用法だった。これに対し、 80年代の中盤以降、既述し

た中森明菜の一連のヒット曲と並行して、従来と断絶した「運命の出会

いJという意味合いの用法が急増する。また同時期に、数的には少ないが、

輪廻を暗示するような表現も現われてきた。いくつか典型例をあげよう。

はじめて会うのに/想いlBのような人/・・あなたですか 出会う

前からずっと/胸の中で わたしを呼んでた(原田知世『愛情物J刷、 19剖

年27位)

眠れぬ夜も/White lie あなたの嘘も/White blend 淡い過去に

消えてしまう

ひと気のないギャラリー すれ巡った蹴/ずっと前から私 彼とtH会

う 運命だった(中山美犯 f色・ホワイトプレンドj 、 198611~38位)

最後に出逢うひとだといいな/・-運命が伏せた奇跡、のカードよ(菊

池桃子『アイドルを探せj、1987奪三43位)

あなたを愛したい/誰よりも 愛されたい/・・ ~I:. まれた時に 運

命は決まるって/恋をなくすたびに/いつも言いきかせた 一人で(尚

野陽子『あなたを愛したし寸、 19邸年22位)
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近代日本の大衆音楽にみる恋愛の白111化とアノミー
一「出会いJなく「忘れないjラブソングから「迎命のUI会しづへー

誰もめぐり逸える運命待ってるの/・・ TrueLove いつか導いて

/愛はたった一度(浅香唯 rTRUELOVEJ 、 1989{J~48位)

最後にあげた2曲のタイトルは特に示唆的である o 既に論じたように、

恋愛と性の自由化に伴うアノミーが問題化する中で、「純愛J、つまり「本

当の愛jとは何かという問いが、広く提起されるようになった。「運命

の出会いJという新しいモチーフの浮上は、これに対する答えの lつと

して捉えられるo慌しい出会いと別れの繰り返しは、次に訪れるだろう

恋も、予め「描きあきためぐり逢ぃJ(r飛んでイスタンプールJ)や「見る

前に醒めてしま」う「夢J(rOESIREJ)と見越してしまうニヒリズムに

つながりうるo しかし、ここに、いつかは「運命Jで結ぼれた「ただl

人の人J(one and on)y)に出会うはずという信念を導入すれば、前向き

な感情を維持することができるo そしてついに巡り合った「本当の恋Jは、

そこに「永遠の一瞬Jを感じることで確信できるはずーーというのがユー

ミンの回答だった。

グラフ②の通り、「運命Jとその関連語の出現率は、年ごとにかなり

上下するものの、 90年代以降は総じて以前より増えているo 歌詞の内容

をみても「運命の出会い」というテーマは定着し、多数のヒットが生ま

れた。近年の小ピークだった1998年からにへ典型的な例をあげておこう。

軽い出逢いは突然/運命めいたものになる/前からしっている線

な/これから全てを供にする様な/子!惑を感じていた (GLAYrSOUL 

LOVEJ、5f立)

..未来へつながる運命"をmじる/・・永久不変の優しさに包まれて
いたい (thebrilliant green rThere will be love thereJ、22位)

以上のように、80年代末頃から「恋愛Jf愛Jの理念は、戦前~戦後の「出

会いJなく「忘れないJラブソングの時代と比べると、欧米のロマンテイツ
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文教大学 üílftと文化都19~;-

ク・ラプに近いものに変容していったといえる。

勿論、ヒットチャートにこの種の歌が増加した事実から、実際に多く

の人々が「運命の出会いJというロマンティックな信念を強く持ってい

ると、単純に推測することはできない。むしろ、そんなことはないだろ

う。歌詞それ自体をみても、例えば上にあげた「最後に出逢うひとだと

いいなJrあなたを愛したい」という表現の中に、信じようとする裏側
に潜む不安が明らかに読み取れる。眼の前の相手に対する愛は、もはや

確実に実感できる感情ではなく、願望を含む不安定なものなのだ。

ただ音楽は、例えば一定のリアリズムが必須となるテレビドラマなど

と比較して、人々の理想や願望をより直接的に投影しやすいメディアで

はないだろうか。そう考えると、恋愛と性のアノミー状況の中で、少な

くとも「運命」を信じたいと思っている人は増加した、と結論できょう。

おわりに

既述の通り「運命の出会い」の浮上は、欧米のロマンティック・ラプ

への接近だといえるが、多くの場合、その底に東洋的な輪廻思想が潜

んでいるようにみえる。バブル絶頂期の80年代末は、一部の若者の聞に

ニューエイジ的な新々宗教が広がりだし、心理学への関心が高まった時

期でもある。こうした時代背景も考慮しつつ、「恋愛Jr愛Jの理念の文
化的な差異について、今後より詳細に検討していきたい。

また「運命」というモチーフの導入は、恋愛と性の自由の中で、「永遠J

の「本当の愛」を模索する様々な試みの lつにすぎない。他に注目され

るのが、 2節で性解放への動きと関連して取り上げた「そばにいるJと

いう表現である。これも80年代以降、「運命J関連語よりさらに顕著に

出現率が上昇しているが、内実も60-70年代とはかなり質的に変容して

きたと思われる。かつては身体的接触というニュアンスが強かったのに
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近代日本の大衆TT-楽にみる恋愛の白山化とアノミー
-r出会いjなく「忘れないJラブソングから f迎命の111会いjへー

対し、偽りでもありうる言葉上の「やさしさ」でなく、以心伝心で分か

り合えるような、また互いを第一に優先し続けるような、安定的な恋愛

関係への希求を表すようになった。この点については稿を改めて論じた

し)，0

注

(1)戦前 ~1967年までは、代表的な先行研究とレコード会社のアンソロジー

に収録された計'7561111を、 IIfHrIJ切の重要な服史的事件をIK切りに集計する。

1968~2∞51jミの間のオリコン50位 1111 で対象とするのは、 Æ桜などを|除いた

計173811lJ(1 年につき平均約461111)。選定や集計の詳細についてはfU!稿(大

塚 [2004])を参照されたい。

(2 )自由な男女交際が岡部f~な状況では、当然ながら、恋愛感情を表現する一般

的な社会的作法が発達することもない。日本の伝統のrllに存在したのは、

玄人女性と容の男性を巡る型だけだった。従って、阿1111では、「女心はi栗山

のさくらよ 人に知られず赤<，咲くのよJといった「ウプな芸者j的台詞

を、「乙女j がベルカント IIßH~で歌い上げるという奇妙なことになった(橋

本[1990→2000:63・64])。

(3)例外的な事例としては、 1965年の布施明「討にi民をほほえみをjが、「今は

二人が速くはなれていても/心には一つの愛が燃えているjことを「忘

れないでjと女性に訴える。だが、これは、恋愛関係における下位者が上

位者に呼びかける形にはなっておらず、女性}慌の悶等なカウンターパート

とはいえない。

(4) rこんなベッピン見たことないJr君の名はjには「会うJに類する諦が合
まれていないが、合意されていると考えて含めた。「水色のスーツケースJは、

引用した歌詞で分かる通り、未来の「出会い」を期待するという内容だが、

広義にとった。逆に「別れの磁千.f~J (近江俊郎、 1952年)は、「進.:iが別

れの はじめとは/知lらぬ私じゃ ないけれど」とあるが、これは1111捌か

らいっても「出会いjというより「逢瀬jと判断して除外した。

(5) r銀座カンカン娘J(尚崎秀子、 1949ij~) と「僕は特急の機l則て1:でJ (三木鶏

郎他、 195111:.)で、ともにコミックソング(的)な点も似ている。
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(6 )この種の「忘れようjとする歌は、他に「誰か夢なきJ(竹山逸郎・藤原亮

子、 1947年)・「春の舞妓J(菊池章子、 1954年)の2例がある。これに対し、

完全に戦前と断絶した傾向を示すのが、「ただ一人待っていな/忘れずきっ

と/迎えにゃくるぜjと未来を約束する「雨降る街角J(春日八郎、 1953年)。

これは「青い灯」がうるむ雨の街角という舞台設定といい、高度成長期の

都会調歌謡曲の先駆と捉えられるが、まだ‘孤立的な例だった。

(7) r別れの磯千鳥jのリパイパル(井上ひろし、 1961年)が総曲数に含まれて
いるが、技1と同じ理由で除外。

(8)和製ポップスは、 1960年の「悲しき60才J(坂本九)・「月影のナポリJ(森

山加代子)、 1962年の「アカパルコのお転婆娘J(スリー・ファンキーズ)、

1963年の「太陽の下の18才J(伊藤アイコ)イへイ・ポーラJ(田辺靖雄と

梓みちよ)・「悲しきカンガルーJ(ダニー飯聞とパラダイス・キング)。コミッ

クソングは「スーダラ節J(植木等、 1961年)、そして「伊豆の踊子Jを下

敷きとした「踊子J(三浦洗一、 1957年)である。

(9) r月 ~J は、戦前から日本における恋愛の許・容可能な舞台装置として定番で

ある「並木道J(大塚 [2∞5:30-31])が舞台だし、映画主題歌である「銀座~J

はメロドラマと完全には区別できない。また「夏の渚の恋jを明るく謡歌

する「恋の~J は、宮川泰作曲のオリジナルだが、当時は「無国籍歌謡曲」

とレッテルを貼られており(問家[1999:76])、作詞家の阿久悠は「当初・・

輸入品だと信じて疑わなかったJと証言している(阿久[1999:106])0rい
つの世も/別れる人と/会う人の・・/定めは常に あるものを」と歌う「忘

れな草をあなたにJ(倍賞千恵子、 1964年)も、やはり洋楽調に含めてよい

と思われる。

(10) 1967年の「夕子の涙J(三田明)・「ぼくのマリーJ(ザ・タイガース)では、

相手の女性が名前で呼ばれ、「小雨の宵に銀座西の裏通りで傘をさしかけて

くれたJとか「雨の朝にフランス人形を抱いている少女に出会ったJなど、

細部にわたる描写がある。

(11)同種の用法と思われるのは他に「美貌の都J(宝田明、 1957年) 1作だけで、

「見せちゃいけない 傷もある」と、やはり極めてほかした表現である。

(12) 1971年6位、翌72年には4位(全協・出版科学研究所『出版指標年報J)。
(13)洋楽が原曲の「ダイアナJ(山下敬二郎、 1960年)の rplease stay by meJ 
という英詞部分で、「いつもそばにいてJと歌う「マイ・ボーイ・ラリポッ
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プJ(伊東ゆかり、 1964.ijQが続く。

(14) 厳奮に辿ると、今I~I の対象山中では、ペギ一葉山が1959年に出した「爪」

が明確な初出例だが、これは同時期に類例のない孤立した事例で、また大

ヒット曲とはいえない。次に、 1966年の「雨の夜あなたは帰るJ(島和彦)

や1970年8位の「今日でお別れJ(菅原洋一、 8位)というジェンダー交差

歌唱2例も、同棲を示唆する歌詞があるが、暗示にとどまっている。

(15) この類型は暖昧な暗示表現が多いため集計が難しいが、今回の対象曲中で

の初出は、「あなたをほんとは さがしてた/その時すでに おそかったJ

と歌う1967年の水原弘「君こそわが命Jだと思われる。 1970年代でも数的

には計7曲程!変である。

(16) 1970年の年間4位、理年も 7位(全協・出版科学研究所『出版指標年報J)。

(17) n戻の季節J(ピンキーとキラーズ、 1969年13位)・ fl司棲時代J(大信田礼子、
1973年43位)・「心のこりJ(1975年8位)など。

(18) f花と蝶J(森進一、 1968年22f.立)・「京都の恋J(渚ゅう子、 1970年10位)・「白

い蝶のサンバJ(森山加代子、同15位)など。

(19) r波止場女のブルースJ(森進--， 1970年17位)など。
(20) f人形の家J(弘田三枝子、 1969.iH8位)・「砂漠のような東京でJ(いしだあ

ゆみ、 1971年19位)など。

(21)山口百恵の全曲を総体的にみれば、本文であげた性解放の動きと並行して、

それへの揺り戻しのような流れがある。夏の歌が解放的なのに対し (r夏ひ
らく青春jなど)、秋冬の歌は保守的という傾向があるようだ<r冬の色Jr白
い約束Jr秋桜jなど)。

(22)藤本由香里によれば、 1970年代の少女マンガは結婚前の性関係を盛んに描

き始めたが、同時に「生波でただ一人の相手」というモチーフがかなり強

固だ.ったと述べている(藤本[1998:48])。この分野は、受け手の年齢層か

らいっても、「命がけ恋愛歌Jの段階、すなわち山口百恵でいう①に長くと

どまる傾向があったのだろう。

(23) 1978年の例は「演歌チャンチャカチャンJ(平野雅昭、28位)だけ。もっとも「命

がけ恋愛Jがこの後完全に消滅したわけではなく、 1980年代にも 5曲あるが、

極めて例外的である。

(24)この③段階の初出例は、 fあの晩あの子の 顔も忘れて/あの晩あなたに

抱かれた私/わるい女だと 人は云うけれど/いいじゃないの 今が良け
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りや」と歌う、 1969年の「いいじゃないの幸せならばJ(佐良直美、 22位)

だと思われる。これは「命がけ恋愛歌」が隆盛に向かう当時、極めて孤立

的な例外だった。次はとんで、1977年の「フィーリングJ(ハイ・ファイ・セッ

ト、 10位)が②と③の中間的な印象の曲である。

(25) ，雨のバラードJ(湯原昌幸、1971年8位)・「追憶J(沢田研二、1974年11位)・「気

分しだいで責めないでJ(サザンオールスタース、 1979年49位)の3例しか
ない。

(26)自分の感情の持続の不確かさについては、既に3部作の翌年「すぐに忘れ

る 昨日もあろうJ(新111二朗『東京の灯よいつまでもj、1964年)という

歌があったが、当時はきわめて孤立的な事例だった。

(27)対象1111中の初出は「やさしい言葉に まどわされ」と歌う「骨まで愛してJ(城

卓矢、 1966年)で、「おんなJ(森進一、 1969年29位)・「新宿の女J(藤圭子、

1970年271立)などが続く。

(28)広義にとれば、恋の終りを予感しつつも「彼の両手をとって/やさしいこ

とば さがしつづけたjと歌う 1971年の「真夏の出来事J(平山三紀、31位)

にも、複雑で百定的なニュアンスが感じられる。ただ峻昧なので、本文の

ようにi論じた。

(29)この「忘れたかしらJという問法の初出は、 1964年のザ・ピーナッツ「ウナ・

セラ・デイ東京jだが、当時はまだ

(ω30ω)第l号は，1沼』.の臓をタイホする!リJで、番組の故後に出演者が流行の応な

どを訪ねる数分間のコーナーがついていた(朝日新聞 [03/1114])。

(31) 1989年9月に『週刊テーミスJr週刊宝石jの記事タイトルに初めて登場し、
90年に入ってから急増する(大宅壮一文庫雑誌記事索引)。

(32)依万智『サラダ記念日J(河出書房新社)が1987年l位、村 l二春樹『ノルウェ

イの森J(講談社)が同9位(これ以降2年連続で10位以内)(全協・出版科

学研究所『出版指標年報J)。

(33) 1990年8位(全協・出版科学研究所『出版指標年報J)。この年は 11立に二

谷友里!J!.r愛される理由J(朝日新聞社)が入っており、「恋愛論jブーム
ともいわれた。これは「純愛jブームの延長であり、愛を巡る問いが社会

的に広く共用されていたことの表れと捉えられる。

(34) この年は[運命jの請を含むl闘が7作ある(全体の約14%)02005年には4

1111 (約8%)。
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